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令和３年５月定例記者会見 

■日時：４月２７日(火)  午後１時３０分 

■場所：宮古市役所４階特別会議室  

会見項目 

 

≪新型コロナ関係≫ 

１．令和３年度 大学生等修学継続支援事業 

≪催事等≫ 

２．船舶模型の展示及び寄贈 

３．海上自衛隊大湊音楽隊宮古市演奏会 

                    

会見内容 

  別紙資料１～３のとおり。 

 

記者との質疑 

≪１．令和３年度 大学生等修学継続支援事業 について≫ 

 

IAT 

昨年における対象者は何人でしたか。 

 

市長 

正確な人数は把握しておらず、学校基本調査をもとに、多くても１,000 人を見込み、最

終的に 900 人として予算化しております。 

この事業は申請によるもので、昨年度は 787 人が申請しました。 

今年度は 900 人を想定しています。 

 

NHK 

この事業に関するコメントがあれば教えてください。 

 

市長 

大学生も市民の一人だと考えています。このため、大変な思いをしている学生がいれ

ば、宮古市民の一員であるとの考えから、みんなで応援しようというものです。 
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NHK 

対象となる方に呼びかけたいことがあれば教えてください。 

 

市長 

安心して勉学に励んでもらいたいと思います。そのために、宮古市民として応援してい

ますよ、ということを呼びかけたいと思います。 

 

NHK 

申請はしたものの、対象とならなかった方はおりますか。 

 

市長 

おりません。 

 

≪２．船舶模型の展示及び寄贈 について≫ 

 

IAT 

寄贈される方は市内の方でしょうか。 

 

市長 

市内の方です。展示する船舶模型３隻のうち、２隻は寄贈いただき、１隻は、貸してい

ただくことになっています。 

 

IAT 

どういった経緯で市に寄贈することになったのでしょうか。 

 

市長 

コロナの影響で宮古港へのクルーズ船入港が中止になっている中で、市民の方が海に触

れる機会を設けようと、船舶模型の展示を考えました。そこで、所有者の佐々木さんに貸

していただけないかと打診したものです。 

制作した方は１年半くらい前に亡くなって、家におきっぱなしになっており、非常に残

念なので、皆さんに見ていただきたいということをおっしゃっていただきました。 

このような経緯で寄贈いただくことになったものです。 

 

毎日新聞 

制作した、佐々木文男さんのプロフィールはわかっていますでしょうか。 

 

市長 

マグロ船の船長をやっていた方で、飛鳥Ⅱの船内見学をしたことをきっかけに、船舶模

型を作りはじめたと聞いております。 
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≪その他：今後の客船対応について≫ 

 

毎日新聞 

５月２２日のにっぽん丸寄港の際、ご苦労があったと思います。 

今後、客船を迎えるにあたって、宮古としての姿勢を教えてください。 

 

市長 

クルーズ船の会社もコロナ対策は十分行っていると聞いております。 

当市でも様々なイベントでコロナ対策を行っており、イベントでの感染者は出ておりま

せん。 

それを緩めることなく、港湾管理者の県とも十分に対応策を協議しながら、クルーズ船

の受け入れをしていきたいと考えております。 

 

毎日新聞 

今後のクルーズ船寄港予定はどうなっていますか。 

 

市長 

６月に３隻が寄港予定です。６月１３日に「ぱしふぃっくびいなす」、６月１７日に「に

っぽん丸」、６月２８日に「飛鳥Ⅱ」が入港予定となっています。 

 

≪その他：＃ウミネコミヤコの潮風便ついて≫ 

 

毎日新聞 

今後、ウミネコミヤコの潮風便の予定はありますか。 

 

市長 

今のところ未定ですが、検討させていただきます。 

 

≪その他：イベント開催について≫ 

 

岩手日報 

大型連休に入りますが、イベントへの影響はありまか。 

 

市長 

とくにありません。絆フェスタも予定どおり開催いたします。 

 

岩手日報 

浄土ヶ浜をはじめ繁忙期になりますが、市民、観光客のみなさんへ気を付けることなど

呼びかけがあれば教えてください。 
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市長 

一人ひとりがしっかり感染予防を行うことが大事です。マスク、手洗い、消毒、３蜜を

避ける、喚起をよくするなどしっかり守っていただきたいと思います。 

観光客の皆さんにも感染予防対策をしっかりしながら楽しんでいただきたいと思いま

す。 
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令和３年度 大学生等修学継続支援事業について 

  

１ 趣旨・目的 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、修学継続が困難となっている大学等の学生を

支援する。 

 

２ 開始時期 

  令和３年４月２６日（月）から 

 

３ 対象者 

  次の要件をすべて満たす修学継続が困難となっている大学生・専門学生等 

  ・宮古市内の中学校を卒業 

・令和３年４月１日に大学等に在学し、引き続き在学する見込み 

・現在、親元を離れて自宅外で生活している 

・申請日時点で、保護者（主たる生計維持者）の住所が宮古市にある 

 

４ 内容 

  ・修学継続が困難となっている自宅外で生活する大学等の学生に対し、日常生活、遠隔 

授業その他修学環境を維持するために支援金を支給する。 

  ・支給額は、対象者１人につき５万円 

  ・申請期間は、４月２６日（月）から令和４年３月３１日（木）まで 

  ・申請場所は、市役所３階宮古市教育委員会総務課 

  ・申請方法は、直接提出又は郵送 

    <直接提出> 教委総務課  <郵送> 随時 

  ・提出書類 申請書、在学証明書（原本）、振込指定口座の通帳の写し 

・申請書は市ホームページからダウンロードもしくは教委総務課、各総合事務所におい 

て窓口配布する。 

  ・受付及び給付開始日 

   ４月２６日から市ホームページで周知、同日から申請書配布・受付を行い、順次、銀行 

口座に支援金の振り込みを行う。市広報５/１号で周知を図る。 

 

５ 問い合わせ 

  市教育委員会総務課（☎６８－９１１４） 

 

資料１ 
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船舶模型の展示及び寄贈に係る感謝状贈呈について 

 

１ 内 容 

寄贈を受けたクルーズ船２隻の模型を含む、６隻の船舶模型を展示し、 

市民が船や海を身近に感じる機会を設ける。 

 

２ 日時及び場所 

【船舶模型の展示】 

（１）令和３年４月２８日（水）～５月５日（水） 

イーストピアみやこ２階 ふれあいカフェ ミヤココ前 

（２）令和３年５月８日（土）～５月１６日（日） 

   シートピアなあど１階 

 

【船舶模型を寄贈いただいた方への感謝状贈呈】 
日 時：令和３年４月２８日（水）午前１１時３０分 

会 場：イーストピアみやこ２階 ふれあいカフェ ミヤココ前 

寄贈船舶模型：クルーズ船模型２隻 

 

３ 主 催 

 宮 古 市 

 

４ 問い合わせ 

  市港湾振興課（☎６８－９０９３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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海上自衛隊大湊音楽隊宮古市演奏会実施要項 

 

１ 日 時 

 令和３年５月９日（日）  開場／午後２時００分 

              開演／午後３時００分 

            終了予定／午後４時５０分 

２ 会 場 

 宮古市民文化会館 大ホール 

 
３ 主 催 

 宮古市 

 
４ 内 容 

 （１）演奏曲目 

  「東京オリンピック・ファンファーレ＆マーチ」、 

「銀河鉄道９９９ –Jazz Ver.-」、「夜に駆ける」ほか 予定 

 （２）入 場  

無 料 座席指定（整理券あり） ４００席 

・整理券は事前配布。 

５月４日（火）～５日（水）に午前９時３０分～午後５時まで市民交流 

センター１Ｆで配布。 

 （３）自衛隊演奏会について 

   ・宮古市での演奏会は自衛隊としては７回目、海上自衛隊大湊（おおみなと） 

音楽隊としては２回目。 

   ・海上自衛隊大湊音楽隊は、大湊地方総監直轄の音楽演奏を専門とする部隊で、 

北海道全域と北東北３県で演奏を行っている。 

 

５ 問い合わせ 

  市危機管理課（☎６８－９１１１） 
 

 

資料３ 


